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保証書

ヒ ー タ ー 付きブランケット 型番 HT-F40H 

販売店または輸入元記入欄

お名前

お買いあげ日
保証期間 年 月 日より I l年間 I
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●本書は、 本書記載内容で無料修理をさせていただくことをお約束するものです。
●保証期間中に故障が発生した場合は、 製品と本書をこ持参ご提示のうえ、 お買いあげの販売店また

は輸入元にこ‘依頼ください。 お買いあげ年月日、 販売店または輸入元名など記入もれがありますと
無効となります。 必ずご確認いただき記入のない場合はお買いあげの販売店または輸入元にお申し
出ください。

●本書は再発行いたしません。 たいせつに保管してください。
●保証書にこ‘記入いただいた住所などの情報は、 保証期間内のサー ビス活動およびその後の安全点検

活動のために利用させていただく場合がこざいますので、 こ‘了承ください。
●修理のために、 当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を預託する場合

がこざいますが、「個人情報保護法」及び当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、
こ‘了承ください。

〈無料修理規定〉
1．取扱説明書·本体注意ラベルなどの注意書にしたがった正常な使用状態で、 保証期間内に故障した

場合にはお買いあげの販売店または輸入元が無料修理いたします。
2．保証期間内でも次の場合には有料修理となります。

（イ）本書のこ提示がない場合。
（口）本書にお買いあげ年月日•お客様名 ・ 販売店または輸入元名の記入がない場合、 または字句を

書き換えられた場合。
（ハ）使用上の誤り、または不当な修理や改造による故障 ・ 損傷。
（二）お買いあげ後に落とされた場合などによる故障 ・ 損傷。
（ホ）火災·公害 ・ 異常電圧および地震·雷 ・ 風水害その他天災地変など、外部に原因がある故障 ・

損傷。
（へ）一般家庭用以外（例えば業務用）に使用された場合の故障 ・ 損傷。

3．本書は日本国内においてのみ有効です。
◆この保証書は本書に明示した期間 ・ 条件のもとにおいて、 無料修理をお約束するものです。したが

いましてこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、 保証期
間経過後の修理などにつきましておわかりにならない場合はお買いあげの販売店または輸入元に
お問い合わせください。

◆保証期間経過後の修理または補修用性能部品の保有期間につきまして、 くわしくは取扱説明書を
こ覧ください。

販売元 Francfranc Corporation 
株式会社 Francfranc
03-421 6-4021 ＜受付時間＞ 9:00�l 8:00 （土 ・ 日 ・ 祝日を除く）
www. fr an cf ran c. com 

故障 ・ 修理についてのこ相談は …

輸入元三京株式会社〒 599-8263 大阪府堺市中区八田南之町209 回亙 0120-090401

＜受付時間＞月曜～金曜 9:30 ~ 17:00 （土·日・祝日・年末年始と弊社休業日は休ませていただきます）

定 格電圧
定格消費電力

本体寸法
本体材質

コ ー ド

温度調節
表面温度
電気代 (1 時間あたり）
消 費 電 力量

l OOV-50/60Hz
40W
たて約110cm よこ約70cm 厚み約2cm

表 面：ポリエステル100%

発熱布：ポリエステル100%

裏 面：ポリエステル100%

（電源側）長さ約1.96m

（本体側）長さ約0.65m
HI / MID / LOW 

約40℃ ／約33℃ ／約21℃
約l.l円 ／約0.7円／約0.1円
約40Wh/約25Wh/約5Wh

※表面温度：日本電機工業会の測定方法に基づき測定した温度です。
※電気代：室温約15℃、たたみ上で約5時間運転したときの平均消費電力量を

lKWh=27円で算出した値です。
※消費電力量(l時間あたり） ：日本電機工業会の測定方法に基づき測定した

値です。
実際に使用されるときは、室温、床面などの部屋の構造や使用状態で多少異
なります。
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 安全上のこ注意 正しい使いかた

ここに示した注意事項は、製品を正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や
危険や損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、危害や損害の大き
さと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをすると生じることが想定される
内容を、 「危険」、 「警告」、 「注意」の3つに区分しています。
いずれも安全に関する菫要な内容ですので、必ず守ってください。

か危険：人が死亡または亘傷を負う差し迫った危険の発生が想定される内容。

心警告：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

企注意：人が障害を負う可能性および物的損傷のみの発生が想定される内容。

絵表示について
企＼ △記号は、危険 ・ 警告·注意を促す内容があることを告げるものです。

ー 図の中に具体的な注意内容（左図の場合は高温注意）が描れています。

®®記号は、禁止の行為であることを告げるものです。函の中や近傍に
具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

t;·昌認こば嘉悶貫羞望喜謡こは砂雪翌認汀
°

ら
抜いてください）が描かれています。

心 危険
●乳幼児、自分で温度調節でき

ない方は付き添いなしでは
使用しないでください。
低温やけどや脱水症状を起こ
す恐れがあります。

®
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心注意
●電源プラグを 抜くときは

電源コー ド を持たずに、
必ず先端の電源プラグを

e目 ー
温度調節目盛

電源ランプ

指針
温度調節つまみと
連動し、目盛を指
示します。

温度調節つまみ
（電源スイッチ兼用）

コンセント

準 備

●保温性のよいものをのせたり、折り曲げたり
シワにして使用しないでください。
・ 部分的に温度が高くなり、電線をいためて発火し たり、

異常動作してやけどをする恐れがあります。
・部分的に保温した状態で長時間使用されますと、本体が電 ® 禁止

線に沿う形で変色し、故障や床面変形の原因となります。

●電源コー ドや電源プラグ
が傷んだり、コンセント
の差込みがゆるいときは

持って引き抜いてくださ 使用しないでください。
い。
感電やショ ー トして発火

感電 ・ ショ ー ト・発火の

することがあ り ます。
原因になります。
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靡‘り芹。・感電の原因 ◎ ~~ 

®三

水ぬれ禁止`
戸

禁 止 ●コンセントや配線器具の
定格を超える使い方や、

●犬や猫などのペットの 交流lOOV以外での使用
暖房用には使用しない はしない。
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禁止

●発熱体部分にピンや針
・刃物等で傷を付けた
り、重い物をのせない
でください。

腐塁喜戸。原 ®
禁止

●使用時以外は、電源プラ
グを コンセントから抜い
てください。

豆讐oe
プラグをコンセ
ントから抜く

コントロ ーラーの取り扱い
●コントロ ー ラ ー をぬらしたり、高い所から落としたり、

踏みつけたりしないでください。（置き場所にもこ‘注意）
●コントロ ー ラ ーは絶対に開けないでください。
●室温が高いときに、「LOW」 近くでは通電しない

ことがありますが、故障ではありません。
●使用中、コントロ ー ラ ー が少し暖かくなり

ますが、故障ではありません。
®
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こんなときはすぐ点検を
●本体内部に配線されたヒ ー タ ー 線同士の重なり、

などがあるとき ただちに使用をやめ、
●コントロ ー ラ ーをぬらしたとき い；；；たは輸入元
●コントロ ー ラ ー に強い衝撃を加えたとき にこ相談く ださい

白
低温やけどや火災 ・ 感電 ・ 故障の原因

□□で
液体をこぼす落とす、ぶつける

よじれ

ター

実に接続しま

□ ヒ ー タ ー 線が
重なる ロヒ ー タ ー 線が

よじれている

企警告
ヽ

●ポリ袋は幼児の手の届くところ ®
に置かないでください。
頭からかぶると口や鼻をふさぎ

.... 
窒息するおそれ があります。 禁止

』
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2こ使用方法

正しい使用事例

イスに腰をかけ、本体 1 床に座り、本体をひざ 1 ‘ノファ ーに敷いて使用
をひざにかける にかける する

3収納

軽くたたんで、ふと
ん類の一番上に置く

：ダニ対策のしかた］

床に寝そべり、腰に本体をかける 本体を床に敷き、その上に
寝そべる

rダニ対策」とは

本体の温度を上げ、ふとんなどから
移ってきたダニを掃除機で取り除きます。

1 本体を折りたたみ、ポリ袋（市販の
こみ袋など） に入れます。
コントロ ー ラ ー は本体と接続しておき

ます。

1 電源プラグをコンセントに差込み、 2 使い終わりましたら温度調節つま
温度調節つまみを好みの目盛に あ みを r oFF」 にし、電源プラグを
わせる。 コンセントから抜く。

長い間保管するときは

① t；亡
》折に §ごう

② たて3つ折にします。

�➔ ど

指針

（こ注意）
●トイレなどで席を外されるときも、安全のため温度調節つまみを

「OFF」にしてください。
●コントロ ー ラ ーは他の熱源から離して置いてください。
●低温やけどの恐れがあるため就寝時のこ利用はお避けください。

また連続使用は5時間以内を目安にこ使用ください。
（低温やけどの発症には個人差がこざいます。）

6ペ ー ジ 「保管のしかた」を参照
のうえ、箱に入れて保管してくだ
さい。

③ ポリ袋へ入れます。

;ジ 己益温；；；こ
出しておきます。
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3 ポリ袋から本体を取り出して広げ、
掃除機の吸じん力を弱めにして、
ダニの死がいなどを吸い取る。

（使用したポリ袋は捨てます）

（その他のダニ対策）
•ふとん類は、ダニ繁殖防止のため、

こまめに日光干しをしたり、掃除
機でダニを吸い取ります。

•本体は、フケ、ホコリなどを取り
除くため、シ ー ズン初め、または
終わりには、必ず洗たくをして清
潔にしましょう。
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お手入れと保管 ヒーター付きブランケット本体は手洗いができます コントロ ー ラ ー、コー ドの汚れは
コントロ ー ラーは絶対水洗いしない

アフタ ー サ ー ビス
“m、 1

汚れが目立つときやシ ーズンの終
わりなどは、下記のとおり洗た＜
してください。
洗たくのときは次のことを必ずお
守りください。
●注意を守らないと、ヒ ータ ーをい

ためたり、温度調節機能が異常に
なることがあり、危険です。

40℃以下で手洗
いします

漂白剤の

使用禁止

火 羞
ロイ

止

ア

禁

ドライクリ ー

ニング禁止
g

タンブル
乾燥の禁止 I図 匂

陰
い

の

よ
陰

が

日
し

汚れは、 うすめた台所用
中性洗剤液を少し布に浸
してふき取り、 柔らかい
布でよくからぶきします。 汝

●必ず電源プラグを抜いてお手入れしてください。

ー この製品には保証書がついています。
保証書は販売店または輸入元にて所定事

項を記入してお渡しいたしますので、内
容をよくお読みのうえ、大切に保存して
ください。

手洗いの方法

—

洗

た

＜

】
す
す
ぎ
】

脱

水
】

乾

燥
】

確

認
―

1 本体からコントロ ーラーをはずす。
I コントロ ー ラ ーは洗えません I

2 本製品が入る大きめの容器に40℃以下のぬるま湯を入れ、洗たく用の中性洗剤を
溶かす。（入浴剤の入った湯は使わない）

3 図のようにたたむ。
三二二

よこ3つ折り 昌たて4つ折り

押し洗いをする。
（たたき洗いなどは絶対にしない）

本製品が入る大きめの容器の底に押しつけ、ゆるめるときに
少し持ち上げるようにし、これを くり返す。

●汚れのひどい場合は新しい洗た＜液で2度洗いする。
●コネクタ ー受け部はていねいに取り扱ってください。

ー上記の 「洗たく」 の項と
同じ要領で、洗剤が残ら
ないようによ くすすぐ。

2 静電気防止のために
柔軟仕上げ剤を使う。

3 コネクタ ー 受け部のみ、
再度きれいな水で洗う。

浴槽のふちなどに掛けて、
水切りをする。

口

風通しの良い日陰に
干し、自然乾燥させる。 口亨ここL.iい 、0 ；宣言;:

保管のしかた
シーズン終了後は洗たくをおすすめします。
箱に収納するときは、よく乾燥させます。

防虫剤は使用しないで
ください。
ナフタリンやしょうの
うはコントロ ー ラ ー や
発熱体を傷めますので、
使用しないでください。

故障かな？と思ったら
修理を依頼される前に次のことをもう一度お調べください。

状 点
・電源プラグやコネクタ ー は確実に差し込

暖かく まれていますか。

況
ならない •こ家庭のヒュ ー ズやブレ ー カ ー が切れて

検 いませんか。
・温度調節つまみの目盛が低すぎませんか。

（シ ーズン始めのこ使用には）
次のことを点検し、異常の場合はお買上げの販売店または
輸入元に修理を依頼してください。
①コントロ ー ラ一部の傷み。
②電源コー ドのすり切れ、傷み。
③本体のすり切れ、破れ、折ぐせ。

お買上げから数シーズン(3~4年程度）たちましたら
安全のために毎年使いはじめに点検（有料）を受けて
ください。

2 保証期間はお買い上げの日か ら1年間
です。保証書の記載内容により輸入元が
修理いたします。修理のときはお買い
上げの販売店または輸入元へ持ち込み
をお願いいたします。
詳しくは保証書をご覧ください。

3 保証期間中の修理など、アフタ ーサー ビ
スについておわかりにならない場合は、
お買い上げの販売店または輸入元にお問
い合わせください。

4 保証期間経過後の修理については、販売
店または輸入元にこ‘相談ください。修理
によって機能が維持できる場合は、お客
様のこ要望により有料修理いたします。

ー

、ユ臼'1-
「故障かな？と思ったら」（左記）をよく
お読みのうえ、もう一度お調べください。

2 それでも異常があるときは、使用をやめ
て電源プラグを抜き、お買い上げの販売
店または輸入元にこの製品をお持込み
のうえ修理をお申しつけください。
こ自分での修理はしないでください。
たいへん危険です。

酎J'』皿冗固置匹四�
本製品の補修用性能部品の最低保有期
間は製造打切後6年です。

補修用性能部品とは、その製品の機能
を維持するために必要な部品です。
本体の修理は、防水性や安全性確保の
ため、交換修理（有料）となります。

本体内の発熱体によじ
れがないか、光にすか
して確認する。
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よじれがある場合
6ペ ー ジ「アフタ ー サ ー ビス」をご覧のうえ、
修理侑料）を依頼してください。

ロmE〗
＊長年こ使用の電気暖房器の点検を！

゜

こ使用の際、 •スイッチを入れても、動かない時がある。 故障や事故防止のため、•コ ー ドを動かすと通電したり、しなかったりする。
このような ●運転中に異常な音や振動がする。

卜
こ使用 スイッチを切り、コン

●プラグ、コー ド、本体、コントロ ーラーなどが異常に熱い。 セントから電源プラグ
ことはあり •こげくさい臭いがする。 中 止

をはずして、必ず販売

ませんか ●ヒーター配線の重なり、ルーブ犬、折りぐせが生じている。 店または輸入元にこ‘相
•その他の異常・故障がある。 談ください。
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